青明舎　　フェイスシート

平成22年5月24日　担当：福士　一

	登　録　者
	氏　名　　杉本　　一茂　様　　　男・女　　　　昭和　43年　12月　29日（41歳）

	
	〒031-0822　　　住　所　八戸市大字白銀町字大沢頭32　　さつき荘　3号

電　話　0178-44-1247

	
	病　　名
	―
	合　併　症
	―

	
	入院回数
	―
	罹 患 期 間
	―

	
	
	
	延べ入院年数
	―

	医療機関
	
	外来受診日
	―

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	円
	―

	経済状況
	年　金
	

	
	その他
	家族からの援助　1ヶ月15,000円（2日に1回1,000円）

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	自宅

	住まいの場
	アパート

	登録年月日
	
	身長
	cm
	体重
	kg

	最終学歴
	白銀中学校卒業
	免許・資格
	無し

	職　歴
	日付
	事業所
	退職理由

	
	S59年4月～S61年7月
	蕎麦屋（東京新宿）
	人間関係

	
	S62年9月～（3週間）
	蕎麦屋（新横浜）
	体調不良（家から出たくない）

	
	元年～不明
	手伝い（叔父の煮干加工）
	現在はなし

	
	H16年4月～（3ヶ月）
	ビジネスサポート（派遣会社）
	スピードが遅い為、止めてほしい

	保　護　者
	氏名　　杉本　ミツ子　様　　　　　　　続柄　　母　（同居　・否）

昭和　12年　12月　22日（72歳）

	利用目的

・就職の支援をして欲しい。

	入院・治療歴　初診日（年月日）

・なし

	生活歴

両親は3歳の時に離婚し、以後連絡はとっていない。白銀小学校1年の時に野犬に襲われ重体、入院期間等は不明。以後、野犬に襲われた事で周りからいじめを受けている。小学、中学とも成績は良くないほうであったとの事で、小学3年の時に、通信表に「異常あり」と書かれた事がある。白銀中学を卒業後、すぐに上京し、新宿の蕎麦屋で2年3ヶ月程働くが、人間関係で退職し、一度八戸に帰郷するが、神奈川県（新横浜）で再び蕎麦屋に就職。体調不良や家から出たくない理由に3ヶ月で退職し、八戸に戻っている。以後、自宅に引きこもるが、時折、叔父の手伝いを行っていた。35歳の時に、派遣会社（ビジネスサポート）に登録するが作業スピードが遅い理由で、担当者から来なくても良いと、言われたとの事。以後、就職活動は行っていない。H21.5月に就労訓練の為、障害者地域生活支援センターハピアを紹介し、薪プロジェクトに参加。現在も週1回のペースで行っている。また、H21.6月に日計農家の体験実習を2ヶ月間行っていた。

H22.3月に母様が息子の虐待の相談で、白銀交番に何度も行っている。一度、警察官に自宅にきてもらい、注意を受けるが、虐待が治まることはない。警察の方からは、別世帯になるよう勧められ、その後高齢福祉課に相談しに来られている。内容としては、別世帯の希望と虐待についてである。お小遣いを渡さないと、罵声を放ったり、財布を隠されるとの事。近所の方にも「何、見てる」と怒鳴ったこともある。H22.2.26逃げようとし、玄関口で押され、転倒、救急車で平和病院に搬送されている。現在、腰痛で通院をしているとの事である。

訪問時の自宅の様子は、居間に成年雑誌を積み重ねており、800冊ほどある。購入している事は否定し、10年前から友人からの貰い物で、捨てるに捨てれないとの事である。H22.4月にハローワークに登録している。職業興味評価プロフィール、能力評価プロフィールを行なうも総合的に評価が低く、短時間での作業や事業者側に理解が求められるとの事である。登録書記入時の様子として、漢字の下記順など間違いが多く、形で覚えている様子。また「サポート」と記載の際にーが先か、ポが先か迷っている。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

本人の収入は、ハピア薪割り作業1日1,000円程と母様から2日に1回の1,000円の小遣い

母様　厚生年金















平成22年5月24日

	氏　名
	杉本　一茂　様
	男・女
	生年月日
	昭和43年12月29日（41歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：安定した地域社会での生活ができるようになる

短期目標：環境を整え、日常生活を規則正しく送る。


	これまでの経過

	H22.4月にハローワークに登録後、求職活動はしておらず、殆どを自宅で過ごしている。その他は障害者地域生活支援センターハピアの薪割りの作業を週1回程度するのみである。小学3年の通信表に「異常あり」とあった事や福祉サービスの利用を目的に4/14に愛護手帳の申請を行っているが、検査（面談）結果では発達障害かもしれないとの事である（予約してから面談まで2ヶ月ほどかかるとの事）

依然息子から虐待を受けているとの相談がある為、自宅訪問し、聞き取り調査を行っている。虐待の背景として、母様の物忘れ（物取られ妄想）が目立つようになり、対応が困難な事が要因として挙げられる為、高齢福祉課へ情報提供を行い、母様は湊病院を受診。結果、認知症の疑いがあり、MRIをとる予定となる。

次回、地域包括支援センター、生活福祉課などの関係機関で今後の支援体制を検討する予定。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	①虐待の防止
	青明者の直接支援

・週1回の訪問もしくは電話連絡を行い、健康状況と生活状態の確認を行う。また、不満な事や不安な事を傾聴、助言し、情緒安定支援を行う。

・日中活動の場を提供する。

自宅外での活動を促す事で母様との接触時間を短縮するとともに気分転換を図る。

（また収入ある活動を行い、少しでもゆとりある生活にする）

・障害理解の支援

母様の認知症について説明し、対応法を学ぶ。

・警察、民生委員との連携

情報収集ならびに提供を行い、環境調整が出来るまで見守りの強化を図り、迅速な対応ができるよう調整を図っておく。

関係機関との調整
・世帯分離による生活保護の受給

生活福祉課との連携により単身生活への移行の準備を行う。

・母様の福祉サービスの利用

介護保険の申請と福祉サービスの利用を行う。

・手帳申請

障害福祉課との連携により手帳申請からサービス利用の支援を行う。（障害者雇用制度の利用）

	1ヶ月


プラン計画者　氏名：福士　一

修正プラン実施評価日： H22年5月24日（月）　青山荘地域交流活動室

障害者雇用制度の利用


・トライアル（ハローワーク）


・社会適応訓練（保健所）


・就労移行支援事業所





3歳の時に離婚し、以後音信不通





本人





雇用困難





雇用


・一般雇用


・パート


・アルバイト





病院受診


障害・知的手帳申請





適正基準満たない


雇用困難





ハローワーク相談


①ハローワーク登録


②就職活動


・職業評価（適正評価）


・制度利用


トライアル


能力開発（職場適応訓練）





手帳取得





適正





虐待の継続


世帯分離し、生活保護申請





手帳取得出来ない





見守り








